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児童
生徒
の
状況
課題

○単元末テストから
＜平均点とＣ層（60点以下）＞
【国語】１～６年平均８６点　Ｃ層５％
【算数】１～６年平均８５点　Ｃ層６％
【理科】５～６年平均８３点　Ｃ層９％
・国語は「聞く」力が低い。
・算数、理科は「思考判断・表現」力が低い。

○大分県学力定着状況調査から
・国語、算数、理科とも偏差値、正答率におい
　て大分県平均を上回っている。
・国語の「話すこと・聞くこと」については、
　領域及び観点において、目標値を上回ってい
　るが、正答率は大分県平均よりやや下回って
　いる。
・Ｃ層は、国語９％、算数１２％、理科９％と
　なっており、うち約半数の児童が３教科とも
　Ｃ層に該当している。

○学校アンケートから
・授業中書いたり発表したり、自分の考えを伝
　えている児童
　　　　７２％　　目標は９０％以上
・授業が終わった時に「分かった・できた」と
　いう気持ちになっている児童
　　　　８９％　　目標は９０％以上
・家で学年×10＋10分、勉強している児童
　　　　８４％　　目標は９０％以上

○学習規律の徹底では
・学習用具を机上に準備しチャイムと同時に授
　業を始めることが、子どもを落ち着かせて学
　習に向かわせることにつながっている。しか
　し、姿勢の悪い子が少なくない。

○家庭との連携では
・家では子どもが宿題をしているかを確かめて
　いる保護者　　９０％
・家ではメディアの使用についてきまりを守ら
　せている保護者　７２％
　きまりを守っていると答える児童　８４％
　

指導の
状況
課題

○国語科の「言葉の特徴やきまりに関する事
　項」の指導の徹底を図る
→朝のチャレンジタイムで漢字・視写・群読・
　文章題の読み取りの継続指導

○算数科の「速く正確な計算力」がつくよう各
　学年の指導の徹底を図る
→計算力の定着・向上のため朝のチャレンジタ
　イムで継続指導
→授業開始時に短時間でできる復習問題の実施
→Ｃ層への補充指導（放課後や空き間等を使っ
　た習熟指導)

○「１時間完結」型授業の取組の徹底
・めあて、課題、まとめ、振り返りを明確に位
　置付けた授業の１００％実施

○学習規律の徹底
・忘れ物０、チャイム着席。「聞く・話す・発
　表」などの学習ルールの定着
・児童による継続した自己点検活動

○家庭との連携
・「家庭学習の手引き」を利用した児童への指
　導と保護者啓発
・ＰＴＡと連携した計画メディアの取組

○読書習慣の定着
・ホップ賞推奨、図書館利用時間の確保
・本わかタイム（読み聞かせ）
・夏季休業中の図書館開館

目指す
児童
生徒像

　

○単元末テストで国語、算数、理科の平均点が
　８５点以上、Ｃ層（６０点未満）１０％未満

○授業中「考えが伝えられた」と考える児童
　　　　９０％以上
○授業後「分かった・できた」と考える児童
　　　　９０％以上
○家で決められた時間勉強している児童
　　　　９０％以上
○家で決まりを守ってメディアを使用する児童
　　　　９０％以上



家庭・
地域と
の協働

○家庭との協働
・家庭は、「家庭学習の手引き」を通して、学習の習慣化と既習事項の習熟を図る。
　（毎日の学習時間＝学年×１０＋１０分の達成）
・家庭は「計画メディアカード」の活用を通して、規則正しい生活を身につけさせる。
　（個人の目標設定によるTVやゲームの時間設定）
○地域との協働
・地域学習ボランティアによる基礎基本の補充学習と本わかタイム（読み聞かせ）の充実
・授業公開及び地域との交流（年間４回の学校公開日を設定）
・体験学習等で地域に出かける活動や、地域の人と交流を持つ活動の充実

今後の
具体的
な取組

①授業改善の取組
○学習規律の徹底
・机上の準備とチャイム着席
・けじめのある授業のあいさつ
・椅子の座り方
・話す時聞く時の基本的ルール

○３つの授業改善とアクティブラーニングの実践
・「１時間完結」型授業の徹底　＜めあて、課題、まとめ、振り返り＞
・板書の構造化（学習の振り返りができる板書）、板書とノートの一体化
・一斉、個別、習熟度別などの学習形態を工夫し、個に応じた指導の徹底
　特に算数科（３，４，５年）での習熟度別授業の実施
・課題解決学習における問題発見から解決に至るまでの一連のプロセスの中で、思考・判断・
　表現力の育成を意識した学習の展開

②その他の学習指導の取組（補充指導等）
○ノート指導の徹底
○月一回のコミュニケーションスキルを養う「フレンドタイム」の実施
○評価規準をもとに、終末、単元末に子どもの定着度評価の実施
○学習部会（週1回）や教科部会による指導内容の充実
○学年末に標準学力調査実施（３，４年生の実施）とフォローアップシートによる弱点克服

③学習状況改善の取組
○家庭学習の習慣づけに向け、テレビやゲーム等メディア使用の時間の見直しを指導
○自分なりの具体的な目標を立て、目標に向かって粘り強く努力できる生活態度の確立


